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反回神経麻癖においては声帯運動の障害に加えて脱神経後の内喉頭筋萎

縮も誘発され､榎声は一層増悪する。近年、麻庫筋に微小電気刺激を加える

ことで運動機能の回復を図る機能的電気刺激(ＦＥＳ)が注目されている。われ

われは、－側反回神経を切断したラットの内喉頭筋にＦＥＳを加えることで声門

閉鎖を誘発できること､ＦＥＳにより内喉頭筋の萎縮が抑制されることを報告して

きた。さらに座骨神経を切断したラットの下腿筋を用い、脱神経により萎縮した

筋と比較して、ＦＥＳを加えることで萎縮をまぬがれた筋において

valosin-containingprotein(VCP)の発現増加を認めることを報告した。

小胞体内に折りたたみの不完全な不良蛋白が蓄積した状態を小胞体ストレス

とよび、小胞体ストレスは細胞をアポトーシスヘと導く。ＶＣＰは小胞体内の不良

蛋白に作用し、'１，胞体ストレスを軽減させる蛋白分子である。今回、脱神経に

より萎縮した筋とＦＥＳを加えることで萎縮をまぬがれた筋を用いて､ＶＣＰおよび

アポトーシス関連物質の発現について検討をおこなった。
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